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２　先進的な事例紹介

２．２．５　校務の情報化を通じた保護者への情報提供サービスの向上（千葉県印西市）
〔概要〕
校務の情報化を通じて、「校務を効率化し、教員の校務にかかる時間を削減することによる、こどもと向きあう時
間の確保」、「保護者・地域へのよりよい情報の効率的な提供と連携」ということを目標に、平成２２年度より本格的に
校務システムの導入を行いました。
その中の１つの大きな機能の例として、児童生徒の健康診断の結果を保護者へ配布する「健康カード」、体力テ
ストの結果を保護者へ配布する「体力テストカード」等があります。児童生徒の身体に関する最大９年間の経年デー
タを「成長の様子」として、市内全ての学校で、簡便に、保護者に対して提供することを実現しています。
また、成績情報の提供の実施や、保護者・地域への情報提供のためのメールシステムや学校ホームページ作
成システムの活用等で、保護者・地域との連携を深めています。

〔コラム〕
本市では、「校務を効率化し、教員の校務にかかる時間を削減することによる、子どもと向きあう時間の確保」、

「保護者へのよりよい情報の効率的な提供」を目指し、校務システムの構想に着手しました。
システムの目標と照らし合わせ、児童生徒の情報を保護者に提供する業務を中心に、学籍管理や出席簿・成績
管理・保健管理・メールでの情報発信・学校ＨＰなどの業務を中心にシステム化しています。
平成２２年度のシステム導入時には、通知表などの一部業務については、平成２２年度にモデル校での実証期

間を設け、システムの有効性を確認した後、平成２３年度より市内一斉にシステムの利活用を始めました。利活用を
行う機能について、段階的に運用を推進することで、現場の教員に負担のないシステム移行を行っています。
今後期待される導入の効果としては、
①　「センターサーバで市内の児童生徒のデータを一括して蓄積することで、市内転出入や市内進学時にも
データを引き継げる」
②　「体力テストのデータを最大９年間の成長の様子として、より身近に感じられる形で保護者に提供できる」
③　「市内全ての学校で統一的に操作を行え、均質な情報を提供できる」
④　「情報提供のシステムとして十分に利活用できる」

といったことが考えられます。
「保護者への情報提供サービスの向上」という目標を実現するとともに、「校務を効率化し、教員の校務にかかる
時間を削減することによる、こどもと向きあう時間の確保」を実現することで、「魅力ある学校づくり」につながるものと
して、現在も校務システムを利活用しています。
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 【印西市　体力テストカード　出力サンプルイメージ】

【センターサーバ形式の概念】

【システム機能概要・操作画面サンプルイメージ】
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（問い合わせ先）
印西市教育センター
ＴＥＬ：０４７６－４７－０４００
ＦＡＸ：０４７６－４７－６６４４ 




